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2 (2) 第 111巻第1号
あるし、は
Ia(v+ m) + Ib(v+m) =IIac+.Jlac+ .JIIac + IIbc+.Jlbc+ .JIIbc 
(2) Ia(c十u十m)十Ib(c+v+m)>Iac+ Ibc+ IIac+ IIbc 
あるいは
Ia(c+v+刑 )+Ib(c+v+叩)=Iac+ .Jlac+ Ibc+ .Jlbc+ IIac+ .JIIac 
+ IIbc + .JIIbc 
(3) IIa(c十v+m)くIa(v+m)+ Ib(v+m) + IIa(v+m) +IIb(v+m) 
あるいは
IIa(c+v+m) = [Ia(v+明)+lb(v+m) + IIa(v+間)+ IIb(v+m) J 
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5) 安全長障調査会「日本の安全保障一一1970年へ申展望一一Jl196l坪肱]， 1966年， 64ベ ジ.
本書は，防衛庁の海原官房長(のも国防会議事務局長)'"執筆といわれる略説・国防白書」で
ある。













増強する ζ とは，終戦後の保守党政府の 貫した方針J" としてすすめられて











6) ケイ γズ 1-JMr理論J邦訳， 145， 363ベータ参照.
7) 前掲「日本の安全保障J59ベージ.
























































































































































参考資料の提出を要求している。 1951年 1月決定された， 1953年を目標に自立
































































































































1953年 3月末までに492件にたっし， そのうち80%が， 重化学工業の技術であ
った川。
このことは， 日本の工業力を，米国の軍事動員計画に組みいれるため I日
米経済協力」の名のもとに，潜在的軍事力である重工業を急速に確立Lょうと
した米国の要求にたいし，自己の再生産構造を再編し，独占資本の支配力を確
立しようとした日本の独占資本が積極的に対応した結果である。
また，政府は.さきにのべたような内容の「日米経済協力を完遂するためJ.
日本経済の「自立にかんする長期計画」を策定し，特需を契機とした独占資本
の再生産構造の再編をきそに.1952年以降の中央集権的政治機構 (1952年8月自
治庁の設置.1954年6月警察法の全面的改正などによる地方自治の制限〉の整備ととも
に. 1955年にはほぼ，再確立され，本格的展開のみちにはいった以後の国家独
占資本主義のもとで r経済計画」による積極的な誘導政策がとられることに
なったのである。
「日米経済協力の国家的重大意義」を錦の御旗とし，独占資本は民間の
企業努力を超える分野」については，政府が肩がわりして，すなわち，財政機
構をつうじ，国民所得の再分配，金融機構をつうじ資金の確保などにより，独
占資本の蓄積を促進することを要求したのである。
国家独占資本主義機構の確立にともない. 1954年 2月から11月にいたる恐慌
後からはじまる積極的な財政投融資， 日銀の信用創造など，財政・金融機能の
利用による独占資本の急速な再編過程 (c、わゆる「高度成長J) がはじまったの
である。
21) 向上.80ページ書照.
